
広報しもだ ２０１５.４月号 －４－

商
工
業
振
興
事
業

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
補
助
金
、

広
告
宣
伝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
費
補
助

金
等
）

1,
8
8
8
万
3
千
円

下
田
商
工
会
議
所
や
、
下
田
市

商
店
会
連
盟
と
連
携
し
、「
美
味
し

い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
事
業
を
実
施
し
、
中
心
市
街
地

へ
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
事
業
で

は
、
市
内
経
済
の
活
性
化
と
市
民

の
住
環
境
向
上
の
た
め
、
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
下
田
商
工
会

議
所
青
年
部
が
制
作
し
た
広
告
宣

伝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
市

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る

こ
と
で
、下
田
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
事
業

（
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
シ
ス
テ

ム
導
入
経
費
等
）

4
5
7
万
円

新
た
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
し
、災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

（
住
居
確
保
給
付
金
、
自
立
相
談
支

援
事
業
委
託
等
）

8
7
8
万
円

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自
立
相

談
支
援
事
業
及
び
住
居
確
保
給
付

金
の
支
給
を
実
施
し
、
生
活
保
護

に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者
を
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。

地
域
防
災
対
策
総
務
事
務

（
津
波
避
難
ビ
ル
耐
浪
調
査
業
務

委
託
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委

託
等
）

8,
5
8
1
万
円
9
千
円

地
域
防
災
組
織
育
成
事
業

（
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
事
業
補
助

金
、
自
主
防
災
会
補
助
金
等
）

6
1
3
万
2
千
円

耐
震
改
修
支
援
事
業

（
個
人
住
宅
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
特
定

建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
費
補

助
金
）

1,
4
5
0
万
2
千
円

災
害
発
生
時
に
、
市
と
防
災
関

係
機
関
が
、
い
ち
早
く
情
報
を
共

有
す
る
た
め
の
災
害
対
策
用
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し
、
人
命

救
助
活
動
、
応
急
復
旧
活
動
等
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
作
り
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
各
自
主
防
災
会
や
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援
を

継
続
し
、
自
助
・
共
助
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

耐
震
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、

従
来
の
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ－

０
を
活

用
し
、
住
宅
の
耐
震
化
や
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

耐
震
補
強
の
対
象
住
宅
の
う
ち
補

強
工
事
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、

住
宅
の
居
室
内
に
設
置
で
き
る

「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
整
備
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
建
築
物
の
耐
震
改
修

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
っ
て
耐
震
診
断
の
義
務
付
け
ら

れ
た
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
、
耐

震
診
断
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
、

所
有
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

下
田
地
区
消
防
組
合
負
担
事
務

（
下
田
地
区
消
防
組
合
負
担
金
）

3
億
6,
8
6
5
万
2
千
円

消
防
施
設
等
整
備
事
業

（
消
防
団
ポ
ン
プ
車
購
入
等
）

2,
1
1
3
万
円

第
2
分
団
第
3
部
詰
所
建
設
事
業

4,
6
0
3
万
6
千
円

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
消
火
活
動
に
加
え
、
災
害
時

の
救
助
支
援
、
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
、
応
急
手
当
等
の
普
及
指
導

等
に
対
応
す
る
体
制
整
備
に
努
め

て
い
く
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
し
て
、
常
備
消
防
と
の
連

携
を
図
り
ま
す
。

消
防
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

第

次
消
防
施
設
整
備
５
か
年
計

１０
画
に
基
づ
き
第
１
分
団
第
３
部
の

ポ
ン
プ
車
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
第
２
分
団
第
３
部
詰
所
の
統

合
に
よ
る
新
築
を
行
う
な
ど
、
消

防
力
の
充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。

税
務
徴
収
事
務

（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
）

8
8
0
万
円

納
税
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

平
成

年
４
月
か
ら
の
導
入
を
予

２８

定
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス

テ
ム
の
運
用
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
域
振
興
事
業

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
返
礼
品
関

係
等
）

8
1
2
万
2
千
円

平
成

年
度
か
ら
開
始
し
た

２０

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
」
に
よ

り
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
対

し
、
本
年
度
よ
り
、
地
場
産
品
等

に
よ
る
返
礼
を
行
い
ま
す
。

地
場
産
品
を
返
礼
品
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
下
田
の
良
さ

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

࢞
ຓ

ࢢ
ަ
ྲྀ
等
ʹ
ͭ
͍
ͯ

今
年
で

回
目
と
な
る
ニ
ュ
ー

３２

ポ
ー
ト
黒
船
祭
に
は
、
市
長
を
は

じ
め
、
中
学
生
を
含
む
訪
問
団
で

参
加
し
、
友
好
を
更
に
深
め
ま
す
。

中
学
生
に
と
っ
て
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
異
文
化
に
直
接

触
れ
合
う
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

相
互
理
解
を
深
め
、
視
野
を
広
げ

る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
沼
田
市
と
は
昭
和

年
４１

５
月
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し

て
以
来
、
沼
田
ま
つ
り
、
黒
船
祭

等
を
通
じ
て
、
相
互
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
平
成

年
度
に
は
、

２８

姉
妹
都
市
提
携

周
年
を
迎
え
る

５０

こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、
記
念
事

業
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
日
露
交
流
発
祥
の
地
と

し
て
、「
北
方
領
土
の
日
」
を
記
念

し
た
史
跡
巡
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

下
田
国
際
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
等
を

通
じ
て
、
日
露
間
の
友
好
、
相
互

理
解
及
び
交
流
の
促
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑤
持
続
発
展
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

安安安心できるまちづくりを

目指します

安安安心できるまちづくりを

目指します

安心できるまちづくりを

目指します

平成 27 平度平年平平 平施 平政 平方 平針 平予 平算 平概 平要

④
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

－５－ 広報しもだ ２０１５.４月号

一般会計及び９特別会計合わせて、１８１億２，７７２万円で、前年度に比べ３，２１０万円、０．２％の増となり、各会計間の重

複額を除いた純計額では、１６８億５，５６２万円で、前年度に比べ３，８８６万９千円、０．２％の増となりました。一般会計は９０

億２，５００万円で、前年度に比べ７，５００万円、０．８％の減となりました。

一般会計の歳入（性質別）につきましては、自主財源が３６億２，６２４万７千円で歳入全体の４０．２％を占め、前年度に

比べ１億７，３３６万６千円の減となり、依存財源は５３億９，８７５万３千円で歳入全体の５９．８％を占め、前年度に比べ９，８３６

万６千円の増となりました。

特別会計及び事業会計当初予算

平成27年度 予 算 概 要予 算 概 要予 算 概 要

①地方消費税交付金は、平成２６年４月の消費税率引上げに伴い、

４億円と見込み、前年度に比べ９，０００万円の増。

②国庫支出金は、障害福祉サービス費、生活保護費、児童福祉

費等の増により１２億１，０４９万円と見込み、前年度に比べ２，６２４

万７千円の増。

③市債は、第２分団第３部詰所建設事業、敷根１号線道路改良

事業等の増により、５億６，３００万円と見込み、前年度に比べ

２，４４０万円の増。

ʙ૿ֹͱͳͬͨओͳのʙ
①繰入金は、防災基金からの繰入れは増となりましたが、財政

調整基金繰入金、緊急地震・津波対策基金繰入金の減により、

３億４，６３８万７千円と見込み、前年度に比べ１億０，０８４万１千

円の減。

②県支出金は、地域づくり事業、保育対策等促進事業、起業支

援型地域雇用創造事業等の減により、５億０，５５６万２千円と見

込み、前年度に比べ６，９４８万１千円の減。

ʙֹݮͱͳͬͨओͳのʙ

市税
27億7,680万円
30.8％

地方交付税
26億円
28.8％

市債
5億6,300万円
6.2％

国庫支出金
12億1,049万円
13.4％

県支出金
5億0,556万円
5.6％

繰入金
3億4,639万円
3.8％

地方消費税交付金
4億円
4.4％

分担金及び負担金 1億3,956万円 1.6％

その他
4億8,320万円
5.4％

民生費
34億4,060万円
38.1％

総務費
12億1,220万円
13.4％

公債費
7億8,201万円
8.7％

土木費
9億8,673万円
10.9％

衛生費
8億9,699万円
9.9％

教育費
6億6,677万円
7.4％

消防費
5億0,715万円 5.6％

商工費 2億1,118万円 2.4％

農林水産業費 1億5,379万円 1.7％

議会費 1億2,757万円 1.4％

災害復旧費
1万円 0.0％

予備費 4,000万円 0.5％

扶助費
19億0,382万円
21.1％

人件費
17億7,370万円
19.6％

公債費
7億8,196万円
8.7％

物件費
13億8,462万円
15.3％

補助費等
10億9,336万円
12.1％

維持補修費
4,146万円
0.5％

普通建設事業費
4億1,386万円
4.6％

災害復旧事業費
1万円0.0％

繰出金 15億4,888万円 17.2％

その他8,333万円0.9％

一般会計予算 90億2,500万円の内訳一般会計予算 90億2,500万円の内訳

増減率対前年度増減額予算額会計名

１９２．３％増２５０万円増３８０万円稲 梓 財 産 区 特 別 会 計

０％０７１０万円下田駅前広場整備事業特別会計

０％０３０２万円公共用地取得特別会計

３．７％増１億3，９００万円増３８億５，４００万円国民健康保険事業特別会計

４．３％増１億０，１６０万円増２４億７，７５０万円介 護 保 険 特 別 会 計

０．６％減２００万円減３億１，３００万円後期高齢者医療特別会計

２６．６％減９３０万円減２，５７０万円集落排水事業特別会計

４．５％減５，７００万円減１２億０，９００万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

５．３％減６，７７０万円減１２億０，９６０万円水 道 事 業 会 計

平成 27 平度平年平平 平施 平政 平方 平針 平予 平算 平概 平要


